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〔研究ノート〕
　　　法律条文の自動マークアップと一部改正法律の文法
法律データベースにおけるデータの保守自動化に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政治経済学部和田悟
1．はじめに
　本稿では、明治大学学術フロンティア推
進事業SHIPプロジェクトのもとで筆者が
取り組んでいる法律データベースの構築に
ついて述べる。
　ここで構築されるデータベースは、改正
履歴情報を保持し、過去の指定時点に有効
な条項を利用者に提示する機能、官報を通
じて公布される一部改正法律のデータに基
づいて法律条文の保守を可能な限り自動化
する機能を備えることを目標としている。
また、WEB技術との親和性、改正履歴の保
持の観点から、法律データの記述方式とし
て、XML（eXtensible　Markup　Language）
を用いる。つまり、法律のテキストに対し、
「タグ」と呼ばれる記号を付加し、条・項
などの構造を示すようにする。こうしたマ
ークアップの作業の自動化も目標のひとつ
として掲げている。法律データの入力から
利用者の検索にいたるデータの流れは図1
に示すとおりである。
　ここでは、まず、官報掲載の法律の形式
と一部改正法律による自動処理を考慮し、
法律をXMLで記述するための構造を検討
する。その上で、官報形式テキストのマー
クァップを自動化する可能性を示す。
　法律データ
iプレーンテキスト
@　　他）
自動マークアップ
@　ツール
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改正処　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格納
　　　法律データベース
i改正法律を含む法律XMLデータ）
WE8ベース
沚?Vステム
図1　システムの概要とデータの流れ
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2．法律の基本構造
　法律の条文をXMLにより記述する際、その
データの構造を分析し、木構造として整理しな
ければならない。ここではまず官報に掲載され
る形式にしたがって構造を考えてゆく。
　官報に掲載される法律に関する情報は大きく
2つの部分に分けて考えることができる。すな
わち、公布を宣言している部分（「公布部」）と
公布されている内容の部分（「公布内容」）とで
ある。2つの部分に分かれているがゆえに、そ
れぞれに署名が付されている。
　通常の法令集には、公布内容の部分だけが収
録されることが多いが、公布権者や公布日付と
いったメタ情報は法令の素「生を示すものであり
データとして保持しておく価値がある。現在、
最近の官報掲載の法律等がWEBページで参照
可能であり、また、将来官報すべてがWEBペ
ージで閲覧可能になることが期待できる。公布
日付をデータとして保持しておくことにより、
将来、官報のWEBぺ・一一ジにリンクを張ること
が容易になり、データの検証・照合にも役立つ
ことだろう。
　公布部と公布内容の内容をBNF記法に準じ
て示すと、次のような構造をもつ。式中の”？’
は、その直前の要素が0または1回出現するこ
とを表している。すなわち、法律によっては目
次や前文がないものがあるということである。
法律：＝公布部公布内容
公布部：＝公布文御名御璽？公布日署名部
公布文：＝文字列
　　（…略…）
公布内容：＝法律番号題名？目次？前文？
　　　　本貝IJβ付貝IJ
　　　　｛寸力舶勺資撃斗音3？
　　　　署名部
　この構造のうち公布部を中心に肌の文書型
定義（㎜：Document　Type　Def　inition）の文法で
記述したものと、それに沿った肌による記述
例を示すと、およそ次のようになるだろう（以下
における「＃PCDATA」とは、具体的に文字列
が入るということを示している）。XMLに基づ
く実際のシステムではこのようなDTD，を用い
るが、内容は上で挙げたようにBNFで書いた
場合と何ら変わりはない。主に本稿では見易さ
の点からBNF記法に準じた表記を用いること
にする。
2．1本則・附則の章節構造
mDによる表現
〈！田i旧W法律（公布部，公布内容）〉
〈旧」…旧W公布部（公布文、御名御璽～，公布日，署名部）〉
〈1EErm「公布文（糊工A）〉
＜旧且gr御名御璽㎜Y＞
〈旧且旧肝公布日（＃FC［）ATA）〉
〈！HHEM「署名部（署名）＋〉
〈旧一E“ENI’署名　（㈹酊A）〉
肌による表現
〈？xml　version；”1。0”？〉
〈法律〉
〈公布部〉
〈公布文〉消費者契約法をここに公布する〈／公布文〉
〈御名御璽／〉
〈公布日〉平成十二年五月十二日く／公布日〉
〈署名部〉
〈署名〉内閣総理大臣　森　喜朗〈／署名〉
　〈／署名部〉
〈／公布部〉
〈公布内容〉…略…〈／公布内容〉
〈／法律〉
図2DTDとXMLによる表現例
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　条数の多い法律は章や節によって区分されて
いることが多い。節の区分で足りない場合には、
款、目という区分も用いられる。逆に、民法、
商法などのように章の上位区分として「編」が
設けられている場合もある。これらの区分をま
とめると条文の集合の包含関係は次のようにな
る。
編一章一節一款一目
　いずれも直接の子要素として条をとりうる
（例えば、民法第一条は第一編の直下に位置す
る）。したがって、XMLの文書構造定義を行う
場合にもこのような構造を反映したものにしな
ければならない。　　　　　　　・
　しかし、構造がわかっても、號実際にXMLの
文書型定義を行う方法は一通りではない。図3
にあるように、完全に木構造として定義するや
り方のほか、HTMLのような一段階の階層構造
しかもたせないやり方がある。また、章・節な
どに対応する要素をそれぞれ設けるやりかたと、
汎用の要素を用いて、属性で区別するやり方が
考えられる。ここでは、木構造に従う深い階層
構造をもたせるか、HTMLのようなフラットな
構造にするかについて考えてみる。
　わが国では法律改正により章立てを変更する
際、特定の条の前後に見出しを挿入するという
やり方をとっている。例えば、「第百十五条の前
に次の款名を付する。」というように定める。紙
の上の法律では見出し以外に章節構造を示すも
のはないから、このような見出しの挿入削除に
よって章立ての変更を行うのは当然である。
　こう考えれば、章節立ては見出しの挿入によ
って行えるHTML流のやり方をとるのが素直
かもしれない。しかし、この構造には、章節構
造の終了を次の同レベルの見出しの出現によっ
てしか判定できないというプログラム実装上の
問題がある。たとえば、「第三章を準用する」と
いうように参照をする場合には、下位要素を含
めて丸ごと簡単に取り出せるのが望ましい。こ
の観点からは、章節構造を完全に木構造として
定義しておく方がよい。また、こうしておくこ
とで「第五章の次に次の一章を加える。」といっ
た改正において、章の終了位置を判定する必要
がなくなり、処理が容易になるだろう。以上の
図3　章節構造の2つの表現方法
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点から本データベースに用いる法律データは章
節構造を多層の階層構造として定義することに
する。
2．2条以下の構造
〈条noゴ’1”〉
　〈項n（げ1”〉・・…　〈ノ項〉
　〈項n（FV’2”〉・・…　　ぐ項〉
〈1条〉　　　、
　条内部、すなわち、条一項「号の構造に焦点
を移そう。法律の中には条名がつけていないも
のがあり、また、附則は多くの法律で条ではな
く項から構成されている。このことから、法律
の本則や附則にあって必須の構成単位は「条」
ではなく、「項」であると言えるかもしれない。
　こうした見方からすると、「条」は必要に応じ
て複数の項をまとめる見出しに過ぎず、この意
味で章節構造のもっとも下位に位置する構造と
いうことになる。
　しかし、その一方で、「項」は日常一般の文書
構造に照らして言えば、「段落」に相当するもの
であって、その番号は、実は、参照の便宜のた
めにつけられている段落番号に過ぎず、条名や
号名と異なるとされている。なにより、法律の
本則は条を基準に構成されていることが多く；
通常われわれが法文を参照するとき、「第○条第
○項」のように「条」を単位として指定する。
したがって、本データベースにおいては、条を
基本単位として構成する。
　条を基本構成単位とした場合、「条」と「項」
の関係は次のように構造を把握しうる。
項だけからなる附則であっても、同様の構成と
し、表に現れていなくとも、必ず項を包むよう
にして存在すると考えるのである。そして、こ
の際、条名が現れていないのは次のような理由
によると考える。すなわち、条名は序数で示さ
れるが、序数は複数の同列の要素が複数存在す
ることを前提としており、条が1つしかない場
合には条名は無意味であるから表現されないと
考えるのである。
　逆に、条の中に項番がない場合も、項が隠れ
ているとみるのが適当である。例えば、次の例
を考えてみよう。
第一条　各議院の議長は歳費として月
額七千円、副議長は五千円、議員は三
千五百円を受ける。
㈲ごナニ窮彦聯冗ナ易）
この法文に言及するとき、われわれは、単に「第
一条」と言い、「第一条第一項」とは言わない。
このようなときには項は存在しないと考えて、
図4（b）のような表現も可能である。しかし、後
（a）条には項が必ずあるとする場合 （b）項がない場合があるとする場合
〈条noゴ’1”〉
@　〈項〉各議員の議長は・…〈！項〉
q！条〉
〈条n（戸’1”〉
e議員の議長は…・
q！条〉
図4　条・項関係の2つの表現方法
に、法律の改正で条文に第二項が加えられる場
合を考えてみよう。（a）の構造をとっていれば、
条の子要素を一つ追加するだけで済むが、（b）
の場合には、従来の規定内容を項に構造を変更
した後、条の子要素として新しい項を追加する
という二段階の操作が必要になる。したがって、
（a）のように、項として言及されなくとも、デー
タ上は条は項をもっているものとして記述す
るのが適当であり、法の規定内容はすべて項の
下のテキストノードとなる。　．
　以上の点をふまえて、整理したのが次の構造
定義である。なお、以下の定義では「号」が見
当たらないが、これは、号をさらに細分し項目
を列挙している場合があることを考慮し、「項目
列挙」と汎用的な名前を付け、号より下位の列
挙構造も表現できるよう再帰的に定義している。
本則≒（編1章1条）＋
附則：＝（条）ボ
編：＝編名（章1条）＋
章と章名（節1条）＋
節：＝節名（款1条）＋
款：＝款名（目1条）＋
目謡目名条＋
条：＝条名見出し？項＋
項』見出し？項番号？
　　　　文字列項目列挙？
項目列挙：＝列挙事項＋
列挙事項：＝　項目名文字列項目列挙？
図5　本則以下の構造
　以上のほか、項の内容を文単位でマーク付け
しておけば、「前段」「後段」「但書」といった言
及の仕方に容易に対応できることになる。
3．一部改正法律によるデータ保守
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3．1要素の多重化による改正履歴の保持
　法律は制定された後も社会情況の変化を受け
て一部改正法律によってしばしば変更をうける。
年間に国会で制定される法律の少なくとも半数
以上が一部改正法律である。一部改正法律がど
のようなものかは、後述する。
　やっかいなことに、’法律の改iiEは書籍などの
版のように、ある一時点で法律内容が一斉に更
新されるわけではない。一つの改正法律の中で
も、ある改正内容は公布日に有効になり、別の
改正内容は公布日から数ヵ月後に有効になると
いう場合がある。
　こうした法律の流動的なあり様からすれば、
紙媒体のようなやり方ではなく、電子媒体の特
性を生かして、動的に提示内容を決定できるよ
うなやり方によるデータ記述が望まれる。
　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　その一つの方法として考えら舵るのが法律要
素を多重化し、要素に日付に関わる属性を与え
ておくという手法である。すなわち、ある要素
が改正された場合に、同一データ内に改正前後
の両方の要素を維持しておき、利用者によって
指定された日付と、各要素がもつ日付属性とを
比較して適切なものを出力するような仕組みを
作るというものである。
　少し具体的に説明しておこう。ある法律の第
一条が改正され、改正後の法律が’2000108／Ol”
に効力を生ずるとする。このとき、法律データ
は図6のよう記述する。この例において、「no」
は条名または項番号を指定する番号であり、
effective＿fbOm，　e艶ctiv町unt且はそれぞれ施行
期日、効力を失う日として用いている。
　さて、このように要素を多重化することによ
って改正履歴情報の保持するためには、XML
文書構造定義上留意すべき点がある。それは、
30
〈条noゴ’1”〉
〈項n（Fp’1”effective」bOm＝～’2000108101”〉
新しい規律噸〉
＜項noe’1”e艶ctive』n伍ゴ’2000！08！01”「
古い規定内容噸〉
図6　要素の多重化の例
改正対象となるものは、原則として、属性では
なく要素として定義すべきであるということで
ある。なぜなら、XMLの仕様では、同名の属
性を複数並べて記述することが許されておらず、
属性の多重化はできないからである。この点は、
一部改正法律がどのようなものか検討した後、
改めてまとめることにする。
3．2一部改正法律の構成
　また、改正対象の多寡によらず、あるいは、
改正内容の分量によらず、改正法律には項番
号が付されてない。これは全体で一つの項を
構成していると考えても問題なかろう。通常
の法律では、項内の文は改段されずにまとめ
られるが、内容の見やすさの観点からか個々
の改正内容ごとに一文ずつ行を改めて記述さ
れているとだけだと考えるあるのである。
　さらに、一部改正法律と通常の法律のいずL’
れにも同一の文書構造定義を適用する場合に
は、一部改正法律において条項をまるごと置き
換えるような場合には、「項」の中に「条」や「章」
といった上位の要素を含め改正可能な任意の要
素が含まれうるといった点に留意しなければな
らない。
3．3文法的単純さと自動保守
一部改正法律にはデータベースにとって非常
　一部改正法律は例えば図7のような形式で公
布される。一部改正法律も一つの法律であるか
ら、公布部と公布内容の2つの部分からなるの
は通常の法律と同じである。ただし、いくつか
の相違点もみられる。
　まず、改正対象が一つの場合には条名が付さ
れない。これまでの法律構造あ検討からずれば、
本則では、どの法律を改正するかを述べる文に
続いて、具体的な改正内容がL文ずつ並べられ
ている。そして、複数の法律を改正対象とする
場合には、対象法律ごとに条を構成する。条の
内容は単一対象の場合と同様となる。
　肌でマークアップする際には、複数法律を
文橡とした改正法律を基本として考え、図7の
例のように単一法律を対象とする場合も一つの
　　i条からなるとして扱うのが、双方の場合を統一
的に扱える点で適切である。
国会議員の歳費、旅費及び手当等に関する法律の
一部を改正する法律をここに公布する。
御名御璽
　　平成九年三月三十一日
　　　　　　　　　内閣総理大臣　橋本龍太郎
法律第十二号
　　国会議員の歳費、旅費及び手当等に関する
法律の一部を改正する法律㍉
　国会議員の歳費、旅費及び手当等に関する法律
（昭和二十二年法律第八十号）の一部を次のよっ
に改正する。
　第十条の二を次のように改める。
第十条の二　各議院の議長、副議長及び議員は・・
中略・・交付を受ける。
　　前項の規定による航空券の交付は、・・中略t一
行うものとする。
　第十一条中「、前条第一項の特殊乗車券及び同
条第二項の航空券」を「並びに前条第一項の特殊
乗車券及び航空券」に改める。
　　附則
　この法律は、平成九年四月一日から施行する。
　　　　　　　　　内閣総理大臣　橋本龍太郎
図7一部改正法律の形式
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に重要な特徴がある。それは、改正法律が、非
常に限定された語彙と構文で記述されていると
いう点である。これは、文法が形式的に記述可
能ならば、改正規定の大部分を、コンピュータ
プログラムで解析し、改正処理を行わせること
が可能があることを意味する。国会で制定され
る法律の大部分が一部改正法律であり、頻繁に
データ保守作業が生じることを考えると、デー
タの改正処理の自動化を図ることの意義は大き
いo
3．4改正対象法律指示文
　一部改正法律は、まず最初に、改正文橡を明
示する文から始まる。ここではこれを「改正対
象指示文」と呼ぶ。これは決まりきった表現と
なっており、次に示すような文法構造なってい
る。これを正規表現によるパターン照合や解析
プログラムを作成することにより、この文から
法律題名や公布年・法律番号を得ることは容易
である。改正処理には改正丈橡となる法律デー
タを読み込む必要があるが、和暦による公布年
と法律番号から特定できるように、法律データ
を蓄積しておく必要があることになる。
改正法律指定文：＝
　法律題各”（”元号漢数字列“年”
　“第’漢数字列“号’“）”
“を次のように改正する。”
3，5改正指示文
　「改正対象法律指示文」の次の行からは、具
体的な改正内容を示す文が列挙される。我々の
文法ではこれを「改正指示文」と名づけた。具
体例として字句を変更する場合を取り上げてみ
よう。字句の変更を行う文の骨格は次のような
形式である。
第○条中「A」を「B」に、「C」を「D」に改める。
実際の改正法律では「」内が非常に長く、この中
に「」が含まれることがあるため；非常に読み
にくいことが多い。しかし、記述に用いられる
表現は一定であり上で挙げた構文しか角いられ
ない。同義語は多数あるが「改める」以外は用
いられないし、文の調子を整えるために格助詞
が変更されることもない。そのため、とれを処
理可能な形式的な文法を記述することはそれほ
図8　改正指示文の文法（字句置換）
void　RePlaceString　O：
　／・：＝ReplaceStringArg（｝（　ll、　rl　ReplaceSしringArg　O｝・・1改め1，［　ltる・］t／
｛Vect：or　argSVeC　＝　new　VectOr　O；　int［｝argS；｝｛
　args＝ReplaceS仁ringArg　O　　｛　argsVec．addElernent（args）；　｝
A　t「args＝ReplaceS仁ringArg　O　　｛　args▽ec．addElemenし（args｝，｝　）★
　”改めIr［・るll】｛proces自Co㎜and（”REpLACE　ri，　args▽ec）；｝
｝
図9JavaCC向けの文法記述例
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と難しくない。条文中の字句を置き換える文を
処理するための文法の骨組みを示すと図8よう
になる。
　これを、例えば、Metamata社の公開してい
るJavaCCというパーサ生成ツール向けに記述
すすれば図9のよう．になる。この種のパーサ生
成ツールは取り扱える文法に多少の差はあれ、
様々なプログラミング言語に用意されている。
こうしたツールを使って改正内容をコンピュー
タで解析することが可能である。内容が解析で
きれば、「どの範囲に対して」「何を」「どう置き
換えるのか」を抜き出すことができるので、新
たな法律を生み出すための編集処理をコンピュ
ータに行わせることができるのである。
　実際、我々のシステムでこれまでに作成して
いる文法の範囲では、文献［2】で取り上げられて
いる例はすべて解析可能であり、いまのところ
図表や目次等を除く7割程度ρi攻正文の入力を
正しく解釈できると思われる。
　ここで取り上げた字句の置き換えのほか、一
部改正法律の表現のパターンを表1にまとめて
おく。他のパターンのいずれも上と同様に特定
の語彙と格助詞が用いられており、形式的に定
義可能である。
3．6改正指示文に現れる法令要素
　一部改正法律からは法律のさまざまな個所が
改正対象として言及される。その主なものを上
げると図10ようになるだろう。ここでは、改
正法律の文法上、出現位置の違いを考慮し、複
数あって番号付け力河能な要幸と、ただ一つし
かなく数えることのできない要素（ここでは、
それぞれ「可番法令要素」「不可番法令要素」と
名づけた）とに分けて整理している。
　すでに述べたとおり、我々のシステムでは改
正情報の保持のため、要素を多重化する。した
がって、ここに上げたものはは基本的にタグと
して定義しておかなければならない。
　ただし、「前段」「中段」「後段」「但書」は、
ともに「文」としてマークアップしておけばよ
く、その「文」の出現位置（例：前段＝第一文）
や、属性によって区別することで十分である。
また、通常「各号列記以外の部分」は「柱書き」
と呼ばれているが、これも特別の要素とする必
要はない。「項」のうち号の列挙部分を除いたテ
キストを得るのは容易であるからである。
編集対象 法律構成要素 構成要素内の文字列
変更 ●●を次のように改める。 ●●中「A」を「B」に改める。
削除 ●●を削る。 ●●中「A」を削る．
挿入 ○○の次に次の●●を加える。 ●●中「A」の下に「B」を加える。
削除に伴う繰り上げ ●●を○○とし、以下△ずつ繰り上げる。 一挿入に伴う繰り下げ． ●●を○○とし、以下△ずつ繰り下げる。 一要素新設 ○○に●●を付す。 一表1改正指示文のパターン
法令要素：＝可番法令要素1不可番法令要素
可番法令要素廼編1章1節1条1項1号1細目
不可番法令要素：＝題名1前文1目次1本則1附則1見出し1但書
　　　　　　　　［前段1中段1後段1各号列記以外の部分
図10　法令構成要素
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4．自動マークアップ
　さて、官報に掲載される法令の体裁、一部改
正法律によって参照される要素、多重化による
改正履歴の保持という点から、法律データをど
のようにXMLでマーク付けしておくべきかを
みてきた。前節で述べた一部改正法律による法
律データの自動保守も、実はもとになる法令デ
ータがXML形式でタグ付けされていることを
前提としている。年間百数十から二百以上制定
される法律を手作業でマーク付けするのは多大
な労力がかかる。今後、官庁による情報公開・
情報提供が進むと、官報掲載の情報も電子的な
’情報として入手可能となることが期待される。
こうした電子的なデータを将来的に我々のシス
テムでの利用を容易にする意味で、タグ付けの
自動化が望まれる。　　　　　L　’
　さて、有力な法律情報のソース・として期待さ
れる官報にみられるように、法令作成実務では、
編・章・節などの章節構造のほか、印刷物の体
裁上も法律要素の区別がつくよう、字下げなど
一定の配字が行われてきた。表2はそれをまと
めたものである。
　前節では、改正によるデータ保守の自動化の
ため、規定の内容にまで踏み込んで文を解析し
た。しかし、内容に踏み込まずとも、、配字を手
がかりに、ある程度までマークアップのための
要素の特定が可能であることが予想される。こ
こでは、字下げ数をもとに、どこまで、法律要
素の区別がつくか検討してみよう。
　字下げ数に応じて主な構成要素を並べたもの
が表3である。字下げ数が同じ構成要素もいく
つかあるが、その要素の先頭が固有の文字列パ
ターンをもっている。そのため、先頭の数文字
を比べただけでそれぞれを識別可能であること
がわかる。たとえば、字下げ数0の場合は、先
頭文字を調べただけで、「法」→「法律番号」、
「第」→「条」、算用数字→「項」のように識別
することができる。実際のマークアップでは、
条や項として特定された範囲のテキストから、
法令構成要素 例 　字下げ数
P行目／2行目以降
公布文 ○○をここに公布する 1／0???
御名御璽 1　　　，
公布日 昭和二十三年八月一日 2
署名部 内閣総理大臣○○○○ （下2あけ）
法律番号 法律第○号 0????
駆 ○○に関する法律 3／3目次 目次 1
目次中の項目 第一章◆総則（第一条・第二条） 一1／名前の位置
附則 1
章名など 第一編 2
第一章◆総則 3
第一節 4
第一款 5
第一目 5
見出し （目的） 1?
第一条◆この法律は… 0／1?
2◆項の内容… 0／1　　　’
号 → 1／2号の細分 イ◆・・… 2／3
附則開始 附◆則 3
表2法律構成要素と配字
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条名、項番号等を抜き出して別要素にしたり属
性を得たりするなど、より詳細な要素や属性を
得る必要があるため、先頭数文字にわたってパ
タニン照合を行う必要がある。その場合も、条
名等の抜き出しに関して言えば、これらに続く
全角空白文字が手がかりとして切り出すことが
できることがわかる。
1行目配字 法令構成要素職別
0 条，項
u第」→条
Z用数字→項　　　　　　　’
1 見出し，号、目次中の項目
u（」→見出し
ｿ数字→号
2 編名，号の細分
u第」→編名
Jナ文字→号の細分
3 章名，附則開始、題名
表3字下げ別法令構成要素
　やや複雑なのは一部改正法律場合である。一
部改正法律の配字は改正対象が複数にわたり複
数条からなるかどうかによって異なる。また、
簡単な法律改正では附則中の項によって改正が
行われる場合もある。改正女橡が一つの場合は、
改正対象指示文もここの改正指示文も1字下げ
てはじめる。改正指示において条の置き換え等
で、改正文橡にそのまま挿入・置換すべき引用
部分，（「引用部」）があらわれるが、この部分の
配字は改正文橡となるHtlt法律の配字がそのま
ま用いられる。たとえば、新たに挿入する条は
配字数0となる。改正法律が条を構成する場合
や項を構成する場合は、それぞれ1字分ずつ字
下げ数が増える。改正指示文とその他の引用部
中の要素とは、字下げ数1または2の要素との
区別をつけなければならないことになるが。改
正指示文では、文頭の条名・号番号に続けて全
角空白が現れることがないといった点で、他の
要素と区別可能である。典型的な例として、い
くつかの異なる要素が条名から始まる例を次に
示す。字下げ数をみれば、一部改正法律を構成
する条なのか、改正指示文なのか、改正指示に
より置き換えられる改正後の条なのか区別こと
が明らか。
第二条□○○に関する法律の一部を次のように改正す
る。
口口第三条の次に次の一条を加える。
口第三条のこ□・・・…
第三条口●●に関する法律の一部を次のように改正す
る。
5．今後の課題
　本データベースで、実験対象としているのは
「国会議員の歳費、旅費及び手当てに関する法
律」である。昭和22年から平成10年までに
50回に及ぶ改正が行われてきたが、この範囲で・
は、官報の配字規則にのっとったテキストから
XMI，形式のデータを得、不完全ながら改正処
理を自動化することまでは可能となっている。
　しかし、一部改正法律はまだ十分とは言えず、
今後、搭載する法令を拡大してゆくなかで、文
法も整備してゆかねばならない。
　また、改正情報を要素の多重化によって保持
するためには、各要素について効力発生消滅に
関する日付情報を付加しなければならないが、
附則中に現れる施行期日等の設定は手作業に頼
っている。今後はパターンを整理し、少なくと
も明確な期日が示されているものについては、
ある程度自動的に取得・属性付与ができるよう
にしてゆく計画である。
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